
研究のまとめ 

 研究主題「『社会に変革を起こす子ども』の育成」の下，１年次は副主題を「情報活用の視点から行う

授業改善を中心に位置付けたカリキュラムマネジメント」とし，研究を進めてきた（図１）。 
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【情報を類型化する観点】 
「単元・題材等で新たに扱う情報」「他者の考え」「教科等の学習経験」 
「他教科等の学習経験」「学習外の生活経験（行事等）」「家庭での生活経験」 

社会に変革を起こす子ども 

図１ 本研究の全体像 



その結果，以下のことが明らかとなった。 

〇これからの複雑で不確かな時代を生きるために必要なコンピテンシー，学習指導要領で育成を目指す

資質・能力，本校学校教育目標を基に，小学校教育の中核にある授業において目指す児童の姿として，

「社会に変革を起こす子ども」の姿を位置付け，その具体を明らかにした。その結果，カリキュラムシ

ートの運用等の情報活用の視点から行うカリキュラムマネジメントを実践することができた。 

〇全教科等において「社会に変革を起こす子ども」の姿を想定した。そして，授業の中でその姿が現れる

ように，情報活用の視点を基にしたＩＣＴ活用による学習指導の工夫を構想し，授業実践を行った。実

践を踏まえて，目指す「社会に変革を起こす子ども」の姿と，構想した学習指導の工夫を再考した。全

教科等においてこのような授業実践と再考とを繰り返すことで，「社会に変革を起こす子ども」の姿が

現れるための要因を明らかにすることができた。さらに「社会に変革を起こす子ども」による，考えを

伝えられた児童の効果やその要因を見取ることができた。 

〇「社会に変革を起こす子ども」から考えを伝えられた児童は，多様な情報を活用しながら教科等の問題

解決を推進することによって，その児童自身が「社会に変革を起こす子ども」になるという様子が見ら

れた。これらの姿は，小学校教育の中で他者と協働的に学ぶ重要性を示している。今後は，「社会に変

革を起こす子ども」の育成に向け，教科等の問題解決的な学習における他者との関わりについての ICT

活用による学習指導の工夫を，実践を通して明らかにする必要がある。 
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